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1 ．はじめに

　「研修用の教材をゼロから作るのは大変だ」，「普
段の業務で手いっぱいで教材準備の時間が足りな
い」，「資料のクオリティにばらつきが出てしまう」，
職業訓練の現場で，このような教材作成の悩みを抱
える指導員の方も多いのではないでしょうか。第
1回では生成 AIの基本，第 2回では一般業務への
活用，第 3回では情報整理への活用について解説
しました。そして最終回となる今回は，職業訓練に
おける教材作成をテーマに，Microsoft Copilotや
ChatGPTといった生成 AIを活用する具体的な方
法を紹介します。
　生成 AIは近年急速に発展し，日々の業務におけ
る有用性が注目されています。特に訓練教材のコン
テンツ作成スピード向上は生成 AI活用の大きな効
果の一つとされています。GPT-4では画像を含むリ
ソースの解析や最大128Kトークンにも及ぶ長文入
力が可能となり，膨大な資料や画像を一度に読み込
んで教材作成に活かすことも容易になりました。さ
らに2025年に登場した GPT-5では，質問内容に応
じて最適なモデルを自動選択する統合システムを採
用し，文章作成やコーディング能力が GPT-4より
一段と向上し職業訓練の教材作りをサポートする環
境が整ってきました。
　今回は，こうした最新 AIツールを活用して教材
作成の効率化と質向上を図る方法を，具体的な場面
ごとに解説します。コース計画の立案から教材テキ
ストの作成，理解度テスト作成，資料の見直しや受

講者対応まで，生成 AIが「頼もしい右腕」として
活躍する実例を見ていきましょう。それでは，始め
ていきます。

2 ．職業訓練への適用

　職業訓練の教材作成において，生成 AIが活用で
きる場面を順に見ていきます。それぞれの項目で，
具体的な使い方やプロンプト例を挙げながら説明し
ます。

（ 1）テキスト作成
　訓練用テキストや配布資料の文章作成は，多くの
指導員にとって頭を悩ませる作業です。特に白紙の
状態からテキストを書き起こすのは時間も労力もか
かります。生成 AIはそんな「書き出しのハードル」
を大きく下げてくれます。例えば，生成 AIに対し
て教材の概要やポイントを書き出し，それをもとに
文章化させることで，短時間でたたき台となるドラ
フトを作成可能です。例えば以下のようなテンプ
レートを使うと効果的です。

# 指示
　以下の情報を基に，初学者向けの研修テキス
ト案を作成してください。
# 条件
- 専門用語はできるだけ避け，易しい日本語で説
明する。
- 構成は「見出し→本文→箇条書き」の形式にす
る
# 入力
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（ここに内容のメモやアウトラインを貼り付けま
す）

　このように「概要メモ＋条件」を与えるテンプレー
トを用いると，生成 AIは数秒で内容の約 8割が出
来上がった下書きを出力してくれます。あとの作業
は日付や固有名詞の調整，表現の微修正程度で済む
ため，ゼロから文章をひねり出す作業時間を大幅に
短縮できます。「文章を書くのが苦手」という方ほど，
この効率化の恩恵を実感しやすいでしょう。出力さ
れたドラフトは，読みやすさや現場に即した表現に
なるよう自分の言葉で肉付けして仕上げることが大
切です。また事実関係の誤りがないか確認し，必要
に応じて内容を補完してください。生成 AIの文章
作成能力は GPT-4や GPT-5で格段に向上しており，
粗いアイデアからでも説得力のある文章をまとめて
くれる頼もしい協力者になってくれます。

（ 2）理解度テストの作成
　授業の途中や終了時に実施する理解度チェック用
のテストやクイズ作成にも，生成 AIが力を発揮し
ます。これまでは自ら問題を考案し，回答例を用意
するなど，大変手間がかかりました。しかし AIに
頼れば短時間でいろいろなパターンの問題案を得る
ことができます。例えば，生成 AIに「本日の授業
内容をもとに○○の理解度テスト問題を 5問作成
してください。各設問には 3つの選択肢と解答・解
説も付けてください。」と指示すれば，数秒で選択
問題のドラフトが生成されます。問題の難易度や出
題形式もプロンプトで指定可能で，「○○に関する
○×クイズを 3問作ってください」のように依頼
すれば○×問題を作らせることも容易です。
　生成 AIが提示した問題案は，そのまま使えるも
のも多いですが，授業の重点ポイントや受講者のレ
ベルに合わせて微調整するとより適切な内容になり
ます。例えば専門用語の言い換えや，実際の業務場
面に即した選択肢の追加など，人間ならではの視点
で手直しすると良いと思います。間違いの選択肢も
AIはそれらしく作ってくれますが，皆さん自身の
経験から「ひっかけ」となる誤答を加えることで一

層質の高いテストになります。また，回答解説も生
成 AIに「解説も加えて」と一言伝えるだけで作成
されるため，採点後のフィードバック資料も即座に
用意できます。GPT-4以降のモデルは知識量と文章
力が高いため，専門的な内容でも的確な問題を提案
してくれる傾向があります。ただし最終的な正確さ
のチェックは必ず行うことが重要です。特に技術分
野の問題では古い情報が混ざる可能性もあるので，
必要に応じて最新情報をチェックするようにしてく
ださい。

（ 3）Excelなどへの活用
　Excelを使ったデータ整理や計算処理にも生成
AIは活用できます。職業訓練では出席管理や成績
集計，アンケート結果の分析など Excelで行う事務
作業も多いと思います。こうした「手間だが専門知
識が必要な」Excel作業も，AIに任せれば効率化
が期待できます。例えば「この受講者リストから出
席率を計算するにはどんな数式を使えばよいです
か？」と生成 AIに質問すれば，適切な Excel関数
の式を提案してくれます。
　複雑な関数のネストやピボットテーブルの使い方
といった問い合わせにも即座に回答が得られるた
め，調べる手間が省けます。

（ 4）PPTスライド作成への活用
　講義やセミナー用の PowerPointスライド作成で
も生成 AIは重宝します。スライド資料は視覚的な
訴求力が大切ですが，構成や文面を考えるのに時間
がかかるものです。まずスライドのアウトライン作
成には生成 AIが有効です。例えば「○○に関する
講義を10枚のスライドにまとめたい。各スライド
のタイトルと要点を箇条書きで提案してください」
と頼めば，適切な見出し案と箇条書きの骨子を作っ
てくれます。これをたたき台にすれば，スライド全
体の流れが素早く固まると思います。
　また，各スライドの詳細な説明文（ノート部分）
も AIに下書きを手伝わせることができます。「こ
のスライドの内容を詳しく説明するナレーション原
稿を作って」と指示することで，ノート欄に挿入す

技能と技術　1/2026



－29－

る解説文を自動生成することも可能です。Microsoft 
Copilotをお使いの方は，直接 PowerPointのスラ
イドファイルを出力することができます。
　さらに高度な活用として，生成 AIに VBAマク
ロコードを書かせてスライドを自動生成させる方法
もあります。例えば授業科目ごとに定型フォーマッ
トのスライドを量産したい場合，「○○というテー
マで，10枚の講義スライドを自動作成するPowerPoint
マクロを作成してください。各スライドにタイトル
と 3～ 5項目の箇条書き，本格的なノート解説付き
とします。」といったプロンプトを与えると，生成 AI
は PowerPoint VBAマクロのコードを出力してくれ
ます。このコードを開発タブから貼り付けて実行す
れば，一瞬でひな形となるスライドを作成できます。
スライドのデザイン調整や細かな修正は必要です
が，一から手作業で作る手間を劇的に省くことがで
きるでしょう。ただしマクロの実行には注意が必要
ですので，必ず内容を理解した上で使いましょう。

（ 5）VBAコードの作成
　先ほど少し触れた VBAマクロのように，Office
製品の自動化やカスタマイズのコード作成も生成
AIが得意とするところです。職業訓練の現場では，
Excelでの成績管理マクロやWordでの帳票自動生
成マクロなど，「プログラミングするほどではない
があれば便利」な場面が頻繁にあります。こうした
場面こそ，生成 AIに頼ってみましょう。例えば
「Excelの列 Aに入力された氏名一覧をもとに，成
績表を自動作成し PDF出力する VBAコードを
作ってください」のように具体的な処理内容を指示
すれば，その要件を満たすマクロコードを出力して
くれます。プログラミングの知識が全くなくても，
AIが生成したコードにはコメントが付いていたり
構造が整理されていたりするため，動かしながら学
ぶこともできます。
　なお生成 AIが出力したコードはそのままでは完
璧でない場合もありますが，エラーが出た際はまた
生成 AIにエラーメッセージごと相談すれば改善案
を提示してくれます。例えば「先ほどのマクロでエ
ラーが出たがどう直せばよいですか」と尋ねれば，

該当箇所を修正した新たなコードを提示してくれる
でしょう。小規模な VBAコードであれば GPT-4で
も十分高品質なものを生成可能ですが，GPT-5では
より長いコードや複雑な処理にも対応しやすくなっ
ています。いずれの場合も，セキュリティとニーズ
に合致したコードであることを，最終確認すること
は忘れないでください。機密データの扱いや外部サ
イトへの接続など，余計な処理が含まれていないか
チェックし，安心して使えるマクロに仕上げましょ
う。

（ 6）アプリ開発
　生成 AIのプログラミング支援は VBAに留まり
ません。授業で使用する簡単なアプリケーションや
ツールの開発にも活用できます。例えば「訓練生用
に学習支援のWebアプリを作成したいがスキルが
ない」といった場合でも，生成 AIに希望の機能や
仕様を伝えれば主要部分のコードを一から生成して
くれます。実際，GPT-5では 1つのプロンプトでウェ
ブサイトやゲームを丸ごと作り上げてしまう能力が
あり，プログラミングの知識が乏しくてもアイデア
さえあれば形にできる時代が到来しています。例え
ば「HTMLと JavaScriptで動く簡単な○○練習用
のクイズアプリを作ってください。○○の問題をラ
ンダムに出題し，正答数を表示する機能を入れてく
ださい。」と依頼すると，数秒で基本的なクイズア
プリのコード一式が出力されます。
　生成 AIで作成したアプリは，そのまま実行でき
るものも多いですが，訓練現場で使うには微調整や
テストが必要です。文言を現場になじむよう修正し
たり，色合い・レイアウトを見やすく整えたり，問
題があれば AIに聞きつつデバッグすることで完成
度を高めましょう。
　授業でプログラミングを教えている場合には，受
講生に AIを活用したコーディングを体験させるの
も良いでしょう。短時間で動くものを作れるため達
成感が得やすく，学習意欲の向上にもつながります。

（ 7）その他
　このほかにも，生成 AIは職業訓練の教材作成を
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さまざまな角度から支援してくれます。
【アイデア出し・企画立案】
　新しい訓練コースを企画するときや現行のカリ
キュラムを見直すときに，AIにブレインストーミ
ングを手伝ってもらえます。「○○科目で取り入れ
られるユニークな実習アイデアを教えてください」，
「受講者が主体的に学べるグループワークの案を 3
つ提案してください」などと問いかければ，思いも
よらない切り口の提案が得られるかもしれません。
　自分一人では煮詰まってしまう企画でも，多角的
な視点からヒントを提供してくれるので企画立案の
強力な助っ人になります。
【画像生成・ビジュアル資料作成】
　テキストだけでは伝わりにくい内容も，視覚資料
があると理解が深まります。画像生成 AIを使えば，
必要なイラストや図を簡単に作成可能です。例えば
「工具の安全な使い方」を示すイラストが欲しい場
合，「安全メガネと手袋を着用してドリルを使って
いる人物のイラストを生成して」と指示すれば，そ
れらしい画像を作り出してくれます。写真素材が
中々手に入らないような題材でも，生成 AIならオ
リジナルの視覚資料を作れるのが強みです。スライ
ドやテキストにそのまま貼り付けて使えるため，教
材のビジュアル面も充実させることができます。た
だし人物画像などは不自然な部分がないか確認し，
著作権などにも反しない範囲で活用しましょう。
【資料の要約・翻訳】
　専門分野の長文資料やマニュアル類を短時間で理
解したい場合にも生成 AIが便利です。例えば「こ
の PDFマニュアルの重要ポイントを 3点に要約し
てください」や「○○に関する英文記事を日本語に
要約翻訳してください」と頼むと，欲しい情報を抽
出した簡潔なまとめが得られます。特に GPT-4以
降は長文処理に長け，大量のテキストから指定した
要点を抜き出す作業もお手のものです。また，難解
な専門概念の平易化も可能で，「△△の原理をわか
るようやさしく説明してください」と尋ねれば，身
近な例え話を交えた平易な説明文を生成してくれま
す。それをさらに「箇条書きにしてください」と指
示すれば，スライド資料に転記しやすい形にも整え

られます。このように既存の資料と生成 AIを組み
合わせることで，資料作成の時間短縮と質向上が期
待できます。

　以上，代表的な活用場面を挙げましたが，ポイン
トは「自分だけで抱え込まず AIを相棒に任せてみ
る」ことです。もちろん，生成 AIは万能ではなく，
誤った情報の出力や著作権への配慮など注意点もあ
ります。しかし適切に使えば，「あったらいいな」
を形にするスピードと発想力で，教材作成に新たな
風を吹き込んでくれるでしょう。

3 ．ミニ演習

　それでは最後に，自身の業務に生成 AIを取り入
れる練習をしてみましょう。次のミニ演習にチャレ
ンジしてみてください。

演習 1　プロンプト作成と改善
　自身が担当する科目や業務から，一つ生成 AIで
支援してほしいタスクを選びます（例えば「来週の
講義の概要作成」や「授業の振り返りクイズ作成」
など身近なもの）。
①プロンプトの作成
　そのタスクを AIに依頼する文章（プロンプト）
を書いてみましょう。ポイントは具体的かつ明確に
です。例えば選んだ課題が「講義導入文の作成」で
あれば，「授業テーマ○○の導入部分の文章を作成
してください。専門用語は避け，例えを一つ入れて
ください。」のように，何を求めているかと条件を
盛り込んでみます。
②プロンプトの実行
　実際に生成 AIにそのプロンプトを入力し，出力
結果を確認します。思い通りの結果になりました
か？ 出力された文章やアイデアを読み，使えそう
な部分と修正が必要な部分に目を通しましょう。
③プロンプトの改善
　初回の結果に満足できなければ，プロンプトを改
良して再度 AIに投げかけます。例えば内容が漠然
すぎる場合は条件を追加し，逆に出力が冗長すぎた
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場合は「○○文字以内で」「箇条書きで」など制約
を加えます。何度か試行し，プロンプト次第で応答
がどう変わるか体感してみてください。
④結果の活用
　最終的に得られた成果物（文章や問題案など）を，
自分の言葉で手直しして完成させましょう。AIか
ら得たアウトプットに，自身の知見を加えることで，
実用レベルの教材コンテンツが出来上がります。

演習 2　業務フローへの組み込み
　あなたの業務の中で「時間がかかるが付加価値の
出にくい作業」を一つ思い浮かべてください（例え
ば「研修報告書の要約作成」や「受講者データの集
計」など）。
　その作業について，生成 AIで自動化・簡素化で
きそうなポイントを洗い出します。例えば「文章要
約に生成 AIを使えば？」「データ集計は AIに表を
読ませて計算させれば？」といった具合です。
　実際に，それを試すためのプロンプトを書いてみ
ましょう。可能であれば手元の実データや文章の一
部を使い，AIに投げかけてみます。
　AIから返ってきた結果を確認し，使えそうか評
価します。望む結果に足りない情報があればプロン
プトに追記し，再度試します。
　うまくいけばそのプロセスを業務フローに組み込
みます。例えば「報告書要約はまず自分で書かず
AIに下書きを作らせる」というように，今後の業
務手順に加えてみましょう。もし思うような結果が
得られなくても，「どの部分を人間が補うべきか」「ど
の段階で AIを使うべきか」のヒントが得られたは
ずです。
　このように小さな演習から始めることで，生成
AIとの付き合い方やプロンプトの工夫を身につけ
ることができます。最初は戸惑うかもしれませんが，
トライ＆エラーを通じて「AIに何をどう頼めば望
む結果が得られるか」が感覚的につかめてくると思
います。

4 ．まとめ

　第 1回から第 3回まで，生成 AIを職業訓練業務
へ活かすさまざまな方法を紹介してきました。最後
の第 4回では教材作成に焦点を当て，テキスト作
成やテスト問題，スライド，VBAコード作成，さ
らにはアイデア出しや資料整理まで，多岐にわたる
活用例を見てきました。
　重要なのは，まずは身近なところから試してみる
ことです。生成 AIは使うほどにコツがつかめ，皆
さんの頼れるパートナーになっていきます。完璧な
アウトプットが最初から得られなくても心配いりま
せん。人間の知恵と経験で AIの提案を取捨選択し，
肉付けすることで，業務の質を保ちながら効率を飛
躍的に高めることができます。
　教材作りの負担が軽減されれば，浮いた時間でよ
り創造的な指導法を考えたり，受講者一人ひとりへ
の対応に時間を割いたりできるでしょう。
　生成 AIはあくまで支援ツールですが，上手に使
えば皆さんの業務遂行力を引き出す強力な武器にな
ります。ぜひ本連載を参考に，日々の訓練業務に少
しずつ生成 AI活用を取り入れてみてください。最
初は驚きや発見の連続かもしれませんが，その先に
は業務効率化と質向上の両立という大きな果実が
待っているはずです。では，まずは一歩踏み出して
みましょう！

－　注意　－
・2026年 2月 4日時点の情報で作成しています。
・ 生成 AIの利用は組織で定められた規則に従って
ください。
・ 本文で示しているプロンプトを入力しても，結果
が必ずしも正しい出力とは限りません。
・ 本文で示したプロンプトを利用することで不利益
が生じたとしても，著者はその責任を負いかねま
す。
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